
旅
館
業
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
に
対
す
る
附
帯
決
議

平
成
二
十
九
年
十
二
月
七
日

参
議
院
厚
生
労
働
委
員
会

政
府
は
、
本
法
の
施
行
に
当
た
り
、
次
の
事
項
に
つ
い
て
適
切
な
措
置
を
講
ず
る
べ
き
で
あ
る
。

一
、
違
法
な
民
泊
サ
ー
ビ
ス
が
広
が
っ
て
い
る
現
状
に
鑑
み
、
引
き
続
き
そ
の
実
態
の
把
握
に
努
め
る
と
と
も
に
、
地
方
自
治

体
が
無
許
可
営
業
者
等
に
対
す
る
十
分
な
指
導
・
監
督
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
保
健
所
を
始
め
と
す
る
関
係
部
局
の

人
員
確
保
を
含
む
体
制
強
化
の
た
め
に
必
要
な
支
援
を
行
う
こ
と
。

二
、
本
法
の
施
行
に
当
た
っ
て
は
地
方
自
治
体
に
お
け
る
条
例
改
正
等
が
必
要
と
な
る
こ
と
か
ら
、
地
方
自
治
体
が
円
滑
に
対

応
で
き
る
よ
う
、
速
や
か
に
政
省
令
等
を
示
し
、
丁
寧
な
周
知
を
行
う
こ
と
。

三
、
二
〇
一
九
年
ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
、
二
〇
二
〇
年
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
の
開
催
な

ど
を
控
え
、
訪
日
外
国
人
観
光
客
の
当
面
の
更
な
る
増
加
が
見
込
ま
れ
る
中
、
利
用
者
の
需
要
の
高
度
化
及
び
多
様
化
に
対

応
し
た
施
設
や
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
、
と
り
わ
け
防
災
設
備
や
避
難
・
誘
導
体
制
の
外
国
人
対
応
の
強
化
な
ど
を
促
進
し
、
地

域
活
性
化
の
観
点
か
ら
も
旅
館
・
ホ
テ
ル
営
業
の
健
全
な
発
展
を
図
る
た
め
、
本
法
の
施
行
状
況
を
踏
ま
え
つ
つ
、
旅
館
業



に
係
る
規
制
の
見
直
し
に
つ
い
て
罰
則
も
含
め
引
き
続
き
検
討
す
る
こ
と
。

四
、
今
後
、
旅
館
業
に
係
る
構
造
設
備
の
基
準
等
の
規
制
全
般
に
つ
い
て
の
見
直
し
を
検
討
す
る
際
に
は
、
議
論
の
方
向
性
が

真
に
旅
館
業
の
健
全
な
発
展
に
資
す
る
も
の
と
な
り
、
旅
館
業
の
安
全
・
衛
生
面
で
の
水
準
や
、
周
辺
住
環
境
、
旅
館
業
に

従
事
す
る
労
働
者
の
労
働
環
境
、
健
康
等
を
損
ね
る
も
の
と
な
ら
な
い
よ
う
、
十
分
に
留
意
す
る
こ
と
。

五
、
い
わ
ゆ
る
ネ
ッ
ト
カ
フ
ェ
等
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
事
実
上
宿
泊
で
き
る
施
設
に
関
し
、
必
ず
し
も
旅
館
業
法
が
適
用
さ
れ

て
い
な
い
事
例
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
鑑
み
、
利
用
の
実
態
に
応
じ
て
旅
館
業
法
を
適
切
に
適
用
す
る
こ
と
。

六
、
今
回
の
旅
館
業
法
改
正
の
趣
旨
に
鑑
み
、
旅
館
業
法
と
国
際
観
光
ホ
テ
ル
整
備
法
に
お
け
る
ホ
テ
ル
・
旅
館
の
定
義
に
つ

い
て
現
場
で
混
乱
が
生
じ
な
い
よ
う
、
実
態
を
踏
ま
え
今
後
適
切
な
対
応
を
図
る
こ
と
。

右
決
議
す
る
。


